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（別紙２）

（１）小売電気に係るキロワット時当たりの温室効果ガスの量の低減を図るための対策の計画及び目標

（２）小売電気の供給の量に対する再生可能エネルギーの供給の量の割合の拡大を図るための対策の計画及び目標
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再生可能エネルギー等供給拡大計画

対策の計画

・脱炭素エネルギーソリューションの提供: PPAサービス、VPPプラットフォー
ムサービス、再エネアグリゲーションサービスなど、再生可能エネルギー導入
や活用を支援する事業の展開
・エネルギー供給構造高度化法の目標達成のために非化石証書の調達
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対策の計画
需要の拡大に合わせて太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入量を拡大でき
るよう、予測技術の向上を図るとともに、非化石証書の調達および電源獲得活
動を実施します。
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https://www.eneres.jp/service/re-menue/

一般的な市場連動型と比
較して電力価格の変動が
小さい実質再エネの電気

https://www.eneres.jp/service/re-menue/

みなし小売電気事業者の燃
料費等調整制度を採用した
料金体系の実質再エネの電

気

https://www.eneres.jp/service/re-menue/
卸電力取引市場の価格に連
動した実質再エネの電気


